
 



７ 

１２月１６日（土） 

１３:００～１７:００ 

１６人 

修了式、活動

成果の発表 

修了式 

自主グループによる

活動成果の発表 

－ 
府中駅北第２庁

舎３階会議室 

 

親子体験教室 

回 
日  時 

参加人数 
講座名 内  容 講  師 会場等 

1 

４月２２日（土） 

９：３０～１２：００ 

３３人 

森キッズクラ

フト DAY in武

蔵台公園 

木の実、葉で親子ク

ラフト・しおり作り体験 

武蔵台緑地保存ボラ

ンティア、浅間山自

然保護会、環境保全

活動センターサポー

ター 

武蔵台公園 

２ 

８月２０日（日） 

９：３０～１２：００ 

１３人 

自然散策及

び昆虫観察 

浅間山を散策しな

がら昆虫を観察する 

浅間山自然保護会、 

環境保全活動センタ

ーサポーター  

都立浅間山公

園 

３ 

１１月２５日（土） 

１０：００～１３：００ 

１１人 

座学及び調

理体験 

環境にやさしい「食」

に関するライフスタイ

ルについて・調理体

験 

学務保健課給食セン

ター職員 

ＪＡマインズ多磨

支店 

４ 

３月１０日（土） 

１０：００～１２：００ 

２２人 

親子で楽しく

クラフト体験 

親子で木の実細

工、葉っぱプリント、

しおり作りを体験する 

環境保全活動センタ

ーサポーター 

中央文化センタ

ー 

 

(２) 環境調査・市民調査 

ア 市民による酸性雨調査 

平成２年度から、市民の方々の協力により、酸性雨の簡易測定を実施しています。測定結果だ

けでなく、独自の実験や研究結果なども寄せられています。酸性雨の測定を通して、大気汚染さ

らには地球環境問題を身近で考える場とするとともに、データを記録し、自動測定機では得られな

い市内全体の状況を把握しています。 

日  時 
テーマ 

（学習方法） 
内  容 会場等 

８月～９月 酸性雨調査期間 雨を採取しｐH と降水量を測定 
参加者自宅

等 

 調査参加者数：１４人 
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イ 市民ボランティア調査 

市民の方々の協力により環境調査を実施することで、より多くの人が環境に興味を持つきっかけ

づくりの場を提供し、さらにはフィールドワークを通して市民ボランティアを育成しています。また、得

られたデータは、市の環境施策に活用するための基礎データとして、記録しています。この調査は、

地域の環境に根ざした環境調査プログラムとして、市内で環境活動を行っている「特定非営利活

動法人 府中かんきょう市民の会」に委託し実施しています。 

実施回数、参加人数は、調査項目により異なりますが、平成２９年度は延回数で２９回、延参加

人数は７９７人となりました。 

 

（ア） 西府崖線生態系調査（魚類・昆虫・野鳥等）     

魚類等調査   調査結果は１０５ページ 

調査日：平成２９年７月２２日・２３日（２日） 

調査場所：西府町１丁目（西府崖線下の府中用水路） 

参加人数：６４名 

調査内容：西府崖線下の府中用水路に生息する魚類等の調査 

 

  昆虫等調査   調査結果は１０６ページ 

調査日：平成２９年７月２２日・２３日（２日） 

調査場所：西府町１丁目（西府崖線付近一帯） 

参加人数：２２名 

調査内容：西府崖線付近一帯に生息する昆虫等の調査 

 

野鳥調査   調査結果は１０７ページ 

調査日：平成３０年１月２０日 

調査場所：西府町１丁目（西府崖線付近一帯） 

参加人数：１０名 

調査内容：西府崖線付近一帯に生息する野鳥の調査 
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7月22日 7月23日 計

1 アブラハヤ 0 0 0

2 オイカワ 2 1 3

3 カマツカ 0 0 0

4 コイ 0 3 3

5 タモロコ 2 8 10

6 ドジョウ 20 24 44

7 ニゴイ 0 0 0

8 ムギツク 1 0 1

9 モツゴ 0 0 0

10 メダカ 3 0 3

1 カワニナ 2 0 2

2 タイワンシジミ 12 0 12

1 アメリカザリガニ 5 1 6

2 カワリヌマエビ 多数 20 多数

3 サワガニ 0 0 0

4 モクズカニ 1 0 1

1 ガガンボ（ガの幼虫） 1 0 1

2 ヤゴ（アカネ族） 0 0 0

3 ヤゴ（サナエトンボ科） 2 4 6

4 ヤゴ（コオニヤンマ） 2 0 2

5 ヤゴ（ギンヤンマ） 2 0 2

6 ヒタラドロムシ 2 0 2

1 0 0 0

2 0 0 0

3 0 0 0

57 61 118

魚類

水生昆虫類

合計

種名

エビ類
カニ類

その他

●西府崖線魚類調査結果　　　（調査概要は１０４ページ）

平成２９年

貝類

種類 番号
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（ウ） 田んぼの学校 

実施期間：平成２９年５月～平成３０年３月 

実施場所：東京農工大学ﾌｨｰﾙﾄﾞｻｲｴﾝｽｾﾝﾀｰ ﾌｨｰﾙﾄﾞﾐｭｰｼﾞｱﾑ本町農場ほか 

参加人数：延べ４７３名 

調査内容：農作業を体験しながら、水田に生息する昆虫等を観察 

 

（エ） 大気汚染（ＮＯ２）の調査 

調査期間：平成２９年６月～平成３０年３月 

ＮＯ２調査（カプセル方式）：６月、９月、１２月、３月 

参加人数：延べ４９名 

調査内容：カプセル方式で市内３０か所の交差点付近の濃度を測定 

また、交差点の車の通過台数は、因果関係が確認できず中止中 

『天谷式カプセル』によるＮＯ２測定結果経年表（測定者：府中かんきょう市民の会） 

カプセル 
№ 

カプセル設置場所 
（ランドマーク） 月 

測定結果（ｐｐｍ） 

２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度 

１ 
西原町１－１７ 
東八・府中所沢線 
西原町１丁目交差点 

６ 0.026 0.034 0.033 - 0.066 
 ９ 0.079 0.068 0.040 0.042   0.047 

１２ 0.054 0.077 0.050 0.026   0.054 
３ 0.035 0.068 0.044 0.057   0.066 

２ 
栄町３－８ 
府中街道 
府中刑務所角 

６ 0.025 0.026 0.024 0.026   0.032 
９ 0.035 0.022 0.040 0.042   0.025 
１２ 0.023 0.029 0.031 0.026   0.038 
３ 0.026 0.044 0.022 0.035   0.022 

３ 新町２－７７ 
自治会館小金井街道沿い 

６ - - - - - 
９ - - - - - 
１２ - - - - - 
３ - - - - - 

４ 浅間町１－７ 
生涯学習センター角 

６ - - - - - 
９ - - - - - 
１２ - - - - - 
３ - - - - - 

５ 日新町２－２３ 
府中西高校入口交差点 

６ - - - - - 
９ - - - - - 
１２ - - - - - 
３ - - - - - 

６ 
本宿町２－２４ 
町田街道・２０号線 
本宿交番前 

６ 0.014 0.037 0.035 0.037   0.057 
９ 0.065 0.022 0.055 0.073   0.060 
１２ 0.042 0.084 0.048 0.040   0.063 
３ 0.035 0.044 0.033 0.070   0.022 

７ 本町１－１３ 
旧イトーヨーカドー駐車場角 

６ - - - - - 
９ - - - - - 
１２ - - - - - 
３ - - - - - 

８ 
清水が丘１－４ 
平和通り・２０号線 
東府中交番前 

６ 0.016 - 0.040 0.015   0.025 
９ 0.048 0.026 0.048 0.029   0.028 
１２ 0.031 0.053 0.022 0.026   0.050 

３ 0.026 0.040 0.018 0.035   0.035 
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２ 環境保全活動センター 

(１) 設置の経緯 

府中市環境保全活動センターの設置等については、平成１５年に策定された府中市環境基本計

画に初めて明記されたほか、平成１８年３月には、府中市環境基本計画に基づき、市民や事業者及

び行政が相互に意見交換し、環境基本計画の進捗状況や計画を推進するための方策について検討

するため、府中市環境推進協議会が設置されました。 

同協議会ではこの中で、市民や事業者及び行政が、環境基本計画及び環境行動指針を推進する

とともに、各主体が環境基本計画を実践するための枠組みとして、環境活動の場を設置する必要が

あると、平成２０年３月に市長へ「環境保全活動の支援センターのあり方について」提言しております。 

また、平成２３年３月に策定された府中市地球温暖化対策地域推進計画の中でも、個別施策等

各般にわたり活動センターの役割が期待されていました。 

 この流れを受け、平成２３年度予算に活動センター設立に係る経費を計上するとともに、府中駅北

第２庁舎７階に約２０㎡の事務室を確保した後、同年７月に活動センターの管理運営規則及び運営

委員会に関する要綱等を協議するため、「府中市環境保全活動センター開設準備に関する懇談会」

が設置されました。 

 こうした中で、平成２３年１２月１日に府中市環境保全活動センターを開設し、環境保全に関する学

習の機会並びに交流及び活動の場を提供し、市民等が行う環境保全活動の支援を開始しました。 

(２) 平成２９年度の動き 

センター事業を検討するための組織である、運営委員会の名称を検討調整会と変更し、１２回開

催する中で、センターの設置目的に沿った独自の各種事業を実施しました。 

また、センターからの情報発信面では、センターのホームページを活用し、情報発信を行うとともに、

会報「かんきょう活動センターだより」を発行し、市民への環境情報の提供とセンターの活動内容の周

知に努めました。 

この外、センターのサポーター登録団体である企業主催の環境フォーラムの後援等を行いました。 

なお、センターの事業活動を担う平成２９年度末のサポーター登録数は、個人７２人、事業者等が

１４団体となっております。 

(３) 平成２９年度活動実績 

   事     業     等      参加者数等  実  施  月 

来館者数 ４３０人 通年 

空間放射線量測定器の貸出し  ９件    通年 

「かんきょう活動センターだより」の発行 ４回   ４月、７月、１０月、１月 

府中かんきょう塾 １０７人 ５月、６月、７月、９月、１０月、１１月、１２月 

ゴーヤ・アサガオ苗配布 ６００本   ６月 

クール・エコの集い ８００人  ７月 

富士山バスツアー ０人 ８月（中止） 

親子体験教室「市民農業大学・ 

エコクッキング秋野菜コース」 
１１人 １１月 

森キッズクラフト DAY in 武蔵台公園 ３３人 ４月 

森キッズクラフト DAY in浅間山 ０人 １０月（中止） 

親子昆虫観察 in浅間山 １３人 ８月 

親子で楽しくクラフト体験 ２２人 ３月 
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３ 地球温暖化対策 

地球温暖化とは、温室効果ガスの過度な蓄積より、地球の平均気温が長期的に上昇することです。 

温室効果ガスが全くないと今の地球の気温は維持できませんが、過度に蓄積すると気温が上昇し過

ぎ、地球の気候を大きく変化させ、自然生態系などに深刻な問題を与えます。 

主な温室効果ガスとしてＣＯ２（二酸化炭素）があります。ＣＯ２は有機物の分解・燃焼に伴い発生しま

す。産業革命以降、世界的にエネルギー源として有機物である化石燃料の大量燃焼を続け、一方で

森林伐採等でＣＯ２の吸収量は減少しています。その結果大気中に過度のＣＯ２が蓄積しました。また、

ほかの温室効果ガスも私たちの生活に関するあらゆる活動に伴い発生しています。 

地球の平均気温は、１００年間で０.８５度上昇しています。日本の平均気温は約１℃、都市化の著し

い東京では約３℃も上昇しています。これはヒートアイランド現象であると考えられ、地球温暖化に影響し

ているといわれています。 

国際的動向として、気候変動枠組条約第２１回締約国会議（COP２１）において、先進国と途上国を

含むすべての国が参加し、産業革命前からの気温上昇を２℃未満に抑制すると同時に、気候変動に

脆弱な島しょ国に配慮し、１．５℃未満に抑えるよう努力するという目標を明記したパリ協定が採択され

ました。日本においては、温室効果ガスを「平成４２(２０３０)年度までに平成２５（２０１３）年度比で２６％

削減」を実現可能な目標と定めた「日本の約束草案」を国連に提出しました 

市では、府中市職員エコ・アクションプランを中心とした環境マネジメントシステムに基づいた環境負

荷低減対策をより積極的に推進するため、ＩＳＯが定めたＩＳＯ１４００１を平成１４年に取得しました。平成

30 年 1 月 16 日付けで、ISO14001 の規格に適合していることを自らの責任で決定する「自己適合宣

言」をしました。また、市の取組みを年一回「府中市エコ・レポート」として、公表しています。なお、市民

のＣＯ２削減活動を支援するため、エコハウス設備設置補助金事業を実施しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ ヒートアイランド現象 

都市部の気温が郊外部に比べて高くなる現象をいいます。原因として、大量の熱エネルギーを発生させる都市

においては、土が露出した地面が少ないため、水の気化による気温の低下が妨げられることがあげられます。ま

た、等温線を描くと都心部を中心とした「熱（＝ヒート）」による「島（＝アイランド）」のように見えるため、こう呼ばれ

ています。 

 

※ 温室効果ガス 

太陽から地球に降り注ぐ（波長の短い）光は素通りさせますが、地球から宇宙に逃げる（波長の長い）赤外線（熱

線）は吸収するため、地球の温度を上昇させる働きのあるガスのことをいいます。 

京都議定書及び地球温暖化対策の推進に関する法律では、二酸化炭素、メタン、一酸化二窒素、ハイドロフル

オロカーボン、パーフルオロカーボン、六ふっ化硫黄、三ふっ化窒素の７物質が指定されています。 

 

※ ＩＳＯ 

「国際標準化機構（International Organization for Standardization）」の呼称です。スイスのジュネーブに本部を

置く非政府組織（NGO）で、工業製品やサービスなどの国際的な規格の制定や標準化を目的として設立された

国際機関です。 

 

※ ＩＳＯ１４００１ 

ＩＳＯが定めた環境に配慮するための仕組みを定めたシステムの規格です。ＰＤＣＡサイクル（計画→実施→点検

→見直し→計画のサイクル）を回すことで環境負荷低減行動の進行管理を行い、継続的な改善を進めます。 

 

用語説明 
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市職員の取組項目 
 

府中市職員エコ・アクションプランは平成１３年３月に策定され、市職員はこのプランに基づいて省エ

ネルギー、省資源、ごみ減量などに努めています。平成２８年３月には第４次府中市職員エコ・アクショ

ンプランを策定し、温室効果ガス排出量削減のために、施設における取組を重点的に、より一層の環

境負荷低減行動を実践していきます。 

【取組内容】 

１ 共通の取組 

(1) 日常の取組項目 

全職員を対象とするものであり、市の事務事業の実施に伴う環境負荷低減行動のほか、日常生活

でも自主的、積極的に取り組みます。 

 

(2) 課独自の取組項目 

各課で１項目以上の取組項目を挙げて実施します。 

環境負荷低減に関するものであれば、各課の状況により、予算の必要性の有無、取組内容の大

小、環境貢献などにかかわらず実施できます。 

 

２ 施設等での取組 

  市の施設においては、照明器具や空調設備の見直しを行い、施設の建て替えや改修時に省エネル

ギー型の設備の導入を進めます。また、日常取組項目の中から、各施設の特性に応じて、特に重点

を置いて取り組む項目を示し、定期的に職員によるチェックを行います。 

 

３ 推進事務局の取組 

  推進事務局は、環境問題全般や日常的に実践できる具体的な環境負荷低減行動等のテーマを扱

った職員向けの説明会や研修会を実施するなど、様々な手段で職員等へ意識啓発を行います。 

 

４ 公共工事の取組 

  公共工事については、業者に委託して実施する工事であっても、環境への負荷や影響をなるべく抑

えて実施するよう指導または要請します。 

-116-



 



 

 

 

 

 

 

年度別交付件数推移    

 対 象 設 備 １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９ 計 

住宅用太陽光発電システム 9 17 6 17 44 89 173 253 163 140 112 75 72 1,170 

太陽熱高度利用システム 0 0 3 0 3 5 2 2 3 5 4 5 0 32 

潜熱回収型給湯器 10 126 90 47 17 43        333 

二酸化炭素冷媒ヒートポンプ

給湯器 
6 56 38 38 22 54 20 12 33 28 33 28 27 395 

ガスエンジン給湯器 0 0 5 8 １ 2 0 0 1 0 0 0 0 17 

家庭用燃料電池 

コージェネレーションシステム 
0 0 0 0 0 1 33 36 107 135 183 168 142 805 

雨水浸透施設 1 3 0 0 0 3 3 0 1 0 2 3 2 18 

雨水貯留槽 2 0 2 0 3 4 15 12 13 6 5 3 5 70 

 

対象設備ごとのＣＯ2排出削減量 

対 象 設 備 
ＣＯ2排出削減量（kg-CO2/年） 

平成２９年度 平成１７年度から平成２９年度までの累積 

住宅用太陽光発電システム １２８，７５３ １，８９０，０８８ 

太陽熱高度利用システム ０ １３，４４０ 

二酸化炭素冷媒ヒートポンプ給湯器 １３，５００ １９７，５００ 
家庭用燃料電池 

コージェネレーションシステム 
１６３，３００ ９２５，７５０ 

合      計 ３０５，５５３ ３，０２６，７７８ 

 住宅用太陽光発電システムのＣＯ2排出削減量算定における排出係数：０．３８２（東京都環境局 「再

エネクレジット算定ガイドライン」より） 

※ 参考資料 

 「東京ソーラー屋根台帳」（ポテンシャルのシミュレーション方法）、東京都環境局「再エネクレジット算定  

 ガイドライン」、ＪＩＳＣ8907：2005「太陽光発電システムの発電電力量推定方法」、独立行政法人新エ 

 ネルギー・産業技術総合開発機構（ＮＥＤＯ）日射量データベース閲覧システム、環境省「ヒートアイラン  

 ド現象による環境影響等に関する調査業務報告書」 

 

 なお、平成１７年度から平成２９年度までの累積ＣＯ2排出削減量である３，０２６，７７８kg-CO2/年は、

一般家庭１世帯あたりの年間ＣＯ2排出量が約４，５２０kg-CO2であるため、約６６９世帯分のＣＯ2排出量

に相当します。 

※ 参考資料 

 温室効果ガスインベントリオフィス「日本の温室効果ガス排出量データ（1990～2016年度） 確報値」 
 

 

 

 

 

※ 雨水浸透施設 

雨水を地下に浸透させ、地下水のかん養を図る施設です。 

※ 雨水貯留槽 

雨水を溜め、洗車や庭の水まきに使用できるようにするタンクです。水資源の有効利用が図れます。  
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